
 

 

 

 
【スローガン】  育てよう夢  伸ばそう個性  伝統を受け継ぐ慶徳の子 
 

 

 

 

 

 

  

 子どもたちは、生まれてから今日まで、それぞれに家族やいろいろな人たちとの関わりの中で
育ってきています。本人の好むと好まざるとにかかわらず、その人たちからたくさんの影響を受
けて育ってきています。人の人格形成は、どういう人たちの中で育ってきたかが大切であること
をアメリカインディアンは教えてくれているかもしれません。 
 さて、自分は、上でいう何番目の子どもだったかな。そんなことをふと考えてみました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

喜多方市立慶徳小学校  学校だより 

令和３年１月２２日（金） 第 3６号 大 銀 杏 
発行責任者  校長  石田 秀喜 

恒例 「全校長なわとび」盛り上がっています！！ 
 

◆ 3学期の主な行事 ◆ 

２月 ３日（水） 豆まき 

  １０日（水） ６年授業参観・中学校入学説明会 

  １７日（水） 新入生体験入学・保護者説明会 

  １８日（木） ＰＴＡ評議委員会・新旧事業委員会 

３月 ２日（火） ６年生送る会 

   ３日（水） 授業参観・懇談会（１～５年生） 

  １５日（月） 修・卒業式予行 

  ２３日（火） 修・卒業式 

  ２９日（月） 離任式   

   

   

あくまで現段階での 

予定です。 

１ 批判ばかり受けて育った子は、非難ばかりします。 

２ 敵意に満ちた中で育った子は、誰とでも戦います。 

３ 冷やかしを受けて育った子は、はにかみ屋になります。 

４ ねたみを受けて育った子は、いつも悪いことをしている気になります。 

           ５ 心が寛大な人の中で育った子は、がまん強い子になります。 

           ６ 励ましを受けて育った子は、自信を持ちます。 

           ７ ほめられる中で育った子は、いつも感謝することを知ります。 

           ８ 公明正大な中で育った子は、正義心をもちます。 

           ９ 人に認めてもらえる中で育った子は、自分を大切にします。 

          １０ 仲間の愛の中で育った子は、世界に愛を見つけます。 

  

凍結路、落雪に注意！ 

 アメリカ インディアンの教え 

 冬期間の体力向上と異学年交流のために、短なわ跳びと長なわ跳びを日替わり

で朝の時間を使って実施しています。長なわ跳びは、学年縦割りでチームを編成。 

「100こえろチーム」「チームサーティーン」「ちくわキングチーム」「マスカッ

トチーム」「ミッションクリアチーム」の計５チームが、３分間での回数を競っ

ています。１月２１日の最高記録は、「チームサーティーン」の１８９回でした。 

 上級生が、長なわに入り込むタイミングをつかみやすいようにと、１年生の背

中を押してあげる姿が、毎年のことながらとても微笑ましいです。 

連日、厳しい寒さが続いてい
ます。そんな中、徒歩通学をし
ている児童の皆さんは、大変だ
と思います。登下校時はもちろ
ん、帰宅後や週末においても、
道幅が狭くなっていたり、滑り
やすくなっていたりする道路の
歩行には十分気をつけてくださ
い。また、屋根や樹木からの落
雪にもご注意を。「冬は、右左だ
けでなく、上と下も見ながら」
を子どもたちに話しました。 


